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年度 キャンプ 応募人数 キャンプ数

2012 男子 23 8

2013 男子 34 6

2014 男子 19 6

2015 男子 47 6

2016 男子 53 5

2017
男子 23

5
女子 8

2018
男子 30

4
女子 22

2019
男子 29

3
女子 23

2020
男子 中止

（コロナ禍） 3
女子

2021
男子 25

3
女子 27

2022
男子 29

2
女子 22

表５　応募人数とキャンプ開催数の推移
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３x３の普及9
表６　３x３と5人制のルールの違い

（http://3x3. japanbasketball. jp/what-is を元に改編）

３x ３ ５人制

コートとゴール 横15m×縦11m、ゴール１つ 横15m×縦28m、ゴール２つ

ボール ６号サイズ×７号重量 使用球はカテゴリーによる

競技時間 10分の１ピリオド、
もしくはどちらかのチームが21点以上得点 10分（中学生は８分、ミニは６分）の４ピリオド

得点
ツーポイントラインの内側→１点　
ツーポイントラインの外側→２点
フリースロー→１点

スリーポイントラインの内側→２点
スリーポイントラインの外側→３点
フリースロー→１点
※ミニは異なる

ショットクロック 12秒 24秒

フィールドゴールが
成功したとき

新たに攻撃側になったチームは、リング下からドリブルかパス
によってボールを一度、ツーポイントラインの外まで運ぶ エンドラインからスローイン

ボールがデッドになったとき
のゲームの再開 チェックボール サイドラインもしくはエンドラインからスローイン

守備側がリバウンド、
スティールしたとき ボールを一度、ツーポイントラインの外まで運ぶ ―
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3x3の誕生1

3人制のバスケットボールは、これまでも「３on３」としてなじ
みはありましたが、2007年にFIBA（国際バスケットボール連盟）
が世界共通のルールを設定し、「３x３（スリー・エックス・スリー）」
という新種目として誕生しました。その後、2021年に開催された
東京オリンピックにおいて採用され、世間の注目を集めました。こ
れまでの5人制のバスケットボールとは人数、コートの大きさ、試
合時間、ショットクロック、得点の数え方、攻守の切り替え方等が
異なり（表６）、新たなバスケットボールの魅力が詰まったスポー
ツです。
誕生以来、競技人口や世界大会が増加する中、2014年には世界
初となる３x３のトップリーグ「3x3.EXE PREMIER」、2022年に
は年間を通して実施される「3x3 S.LEAGUE」が創設されました。
一方で、育成年代の大会も全国各地で実施されており、今後のさら
なる発展が期待されています。

３x３の魅力2

　３x３には5人制とは異なる魅力があります。ショットクロック
が12秒で5人制以上に展開が速いこと、コンタクトが激しく迫力が
あることはもちろん、例えば、３x３ではコーチがベンチ入りする
こと、指示をすることができません。したがって、ゲーム中は選手

自らが仲間と協力しながら、状況を判断して打開する力が求められ
ます。
また、他チームの選手と組んで試合に出場することが可能です。
2022年に開催された「第9回3×3 U18日本選手権大会」でも、異
なる高校の選手とチームを結成して試合に出場する姿がみられまし
た。短い期間でコミュニケーションをとりながらチームケミストリ
ー（互いに好影響を及ぼす関係）を構築していく必要があります。
これらの力は5人制でも活かされることはもちろんのこと、社会生
活の中でも重要となる力であり、３x３を競技する中で身に付いて
いくと考えます。

３
ｘ
３
の
普
及
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● 1人あたりのボールタッチ数が増える

● シュート回数が増える

● プレーするスペースが広い

● 味方、相手の人数が少ないことでプレーの判断がしやすい

● 1コートでより多くの選手がプレーできる

3x3のメリット
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育成年代へのメリット3

　バスケットボールで「楽しさ」を感じることができるのは、何よ
りも「ゲーム」です。そして、バスケットボールのスキル上達には、
たくさんボールに触れることが必要です。育成年代では楽しみなが
ら、たくさんボールに触れ、成功と失敗を繰り返していくことで個々
の成長に繋がることが期待できます。
図14はミニバスケットボール選手において、３x３と5人制の1
人あたりのボールタッチ数、シュート回数を比較した研究結果です。
このように３x３は5人制と比較して、人数が少ないこと、ショッ
トクロックが短いこと、ハーフコートなのでシュートエリアまです
ぐに移行できることなどから、より多くボールに触れるとともに、
バスケットボールの一番の醍醐味であるシュートをたくさん行うこ
とができます。また、5人制では１コート（フルコート）で10人し
かプレーできないのに対して、3x3では5人制の１コートで2つのゲ
ームが同時にでき、12人がプレーすることができます。
FIBAやUSA Basketballおいても、育成年代での人数を減らし
たゲームや３x３のプレーを推奨しています。これらのことから、
5人制のチームであっても練習の1つとして３x３を活用することは
有効であると考えます。
また、状況によっては次のような工夫ができます。

・1人のスキルのある選手がボールを独占する
⇒　必ずパスでボールクリアをする等のルールを定める

・ショットクロック 12秒が短く、シュートまでいけない
⇒　14秒に延長する
・ミニバスケットボールのコートで３Pラインがない
⇒　簡易なラインを作成する
（必ずしもきれいな円でなくてもよい）
※「ボールクリア」とは
フィールドゴールが成功した時や、守備側がリバウンド、スティ
ールして攻守が交替した時にボールを一度ツーポイントラインの外
まで運ぶこと
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参考文献：
石川峻・上田毅・橋本真（2020）小学生年代のバスケットボールにおける 3 人制と 5 人制の比較：
生体負担度、技能・戦術、ゲーム後の主観的評価から。バスケットボール研究、6：101-110.

図14　３x３と5人制の比較（石川ほか、2020）
※１ゲーム６分の中での1人あたりの回数
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＜日本代表の現状＞

　新型コロナウイルスの影響も受けながらも、東京オリンピック
2020が開催されました。成績は男子日本代表が予選グループ敗退、
女子日本代表に関しては過去最高成績となる銀メダルでした。女子
日本代表は過去のオリンピックでも入賞経験があり、このオリンピ
ックを迎えるにあたってもアジアカップを4連覇しており、オリン
ピック後も含めると5連覇を達成しています。

一方、男子代表は、ワールドカップ（以下：W 杯）においても
自国開催だった2006年を除けば1998年アテネ大会以来出場できて
いませんでしたが、2019年上海W杯に21年ぶりに予選突破して出
場、また2021年開催の東京オリンピックへの自力出場を果たしま
したが、結果は全敗。しかし2023年沖縄 W 杯では史上初の3勝、
そしてアジア1位でのパリオリンピック出場を48年ぶりに決めました。

男女共に世界での国際競技力をさらに高めることを目指し、代表
の活躍から「バスケで日本を元気に」したいと考えています。

＜これからの選手発掘について＞

　現在、日本バスケットボール協会内に技術委員会があり、ナショ
ナルデべロップメントセンター（以下：NDC）、ジュニアユースア
カデミー ( 以下：JYA) と、発掘および目的に応じた施策が取られ

ています。また、ユース育成部会内には発掘ワーキンググループも
立ち上がり、身体的側面および体力的側面など様々な要因から、選
手発掘に関する施策を講じています。

発掘方法を考慮する上で重要な要素1

①身体的要素
これまで競技成績が決してよいと言われなかった要因として、サ

イズ不足、身体能力の差、フィジカルの差などが課題として挙がっ
てきました。バスケットボールの競技特性として、高さ305cm の
リングにボールを入れるため、身長およびスタンディングリーチ（指
高）が高いということは、それだけで大きな武器となり有利となり
ます。

男子に目を向けると、2006年W杯で優勝したスペイン代表の平
均身長は200.7cm、日本代表の平均身長は193.8cmと約7cmの差
がありました。しかし2017年にフリオ・ラマス氏が男子日本代表
ヘッドコーチに就任すると、就任当初からサイズアップ、リング上

（高い位置）でプレーすることに注力してきました。
そのような観点から日本代表候補に選ばれた選手は、ポジション

アップ（フォワードの選手がガードとしてプレー、センターの選手
がフォワードとしてプレー）にチャレンジする機会が増え、その結
果、2019年W杯男子日本代表選手12人の平均身長は199cmとなり、

発掘方法論
〜将来日の丸を背負う選手の発掘について〜

10
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これは出場32チーム中13位に位置しました。平均ではありますが、
W 杯において対戦国であったトルコは200cm、チェコが200cm、
アメリカが201cmであり、それらを考慮するとこれまでの日本代表
と違い、サイズ的に劣っているとは言えない状況であると言えます。

またオーストラリアのジュニアエリートバスケットボール選手の
データを見ると（表７）、パフォーマンスとコーチの評価からラン
ク付けされた上位8人の選手たちである『Best』は、それ以外の

『Rest』の選手たちに比べ、Arm span（地面と平行に横に手を広
げた時の中指から中指までの長さ、Wing span とも言う）が長い
傾向にあることがわかっています。

日本人の平均的なArm spanは身長＋0〜5cmと言われています
が、2000〜19年までのNBA draft combine のデータを見てみると、
Arm span の平均が身長＋12.2cm であることがわかります。八村
塁選手の Arm span は身長＋15cm のため、現在の NBA や日本代
表選手としての活躍が想像できます。

体力的要素2

これまでの報告からバスケットボールにおける競技力が高い選手
は、瞬間的なスピード、ジャンプ力、アジリティ能力が高いという
ことがわかっています。それらを考慮して、NDC および JYA にお
けるトライアウト時でも体力テストを行ってきました。

2018〜22年までの体力テストの結果を分析したところ、これまで
の報告と同様に、合格者（最終メンバーに選考）はスピード、ジャ
ンプ力、アジリティ能力が早期から高いということがわかりました。
またこれらの能力は成長による順位変動が少ないということもわか
っており、早期での選手発掘を考える上で重要な項目となります。

①発掘方法の実際
上記および国際競技力が徐々に向上していることを鑑みると、
１.身長が高くなりそうな選手およびウイングスパンが長い選手を
早期に発見する
２.瞬間的なスピード、ジャンプ力、アジリティ能力が高い選手を
早期に発見する

発
掘
方
法
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表７　オーストラリアにおけるジュニアエリート選手の比較

Playing Position
PG OG SF PF C

Best Rest Best Rest Best Rest Best Rest Best Rest

Height(cm) 181.5 176.4 178.9 181.1 190.1 184.3 192.7 190.7 195.8 193.4
Sitting Height(%) 50.8 50.0 52.7 51.2 49.9 51.1 50.4 50.4 50.9 49.8
Body mass(kg) 70.2 67.2 73.9 70.2 75.1 77.0 88.3 81.6 99.6 96.3
Arm span(cm) 186.1 178.7 181.2 183.5 193.7 188.8 199 195.9 200.0 197.8
Skinfolds(mm) 52.7 59.3 58.6 48.6 58.3 70.6 69.1 69.0 72.5 67.2
5 metre(sec) 1.09 1.08 1.12 1.09 1.13 1.13 1.08 1.13 1.12 1.08
10 metre(sec) 1.87 1.82 1.85 1.84 1.86 1.90 1.83 1.91 1.88 1.86
20 metre(sec) 3.10 3.12 3.14 3.16 3.19 3.22 3.16 3.27 3.22 3.20
Agillity(sec) 5.06 5.03 5.17 5.38 5.26 5.39 5.58 5.52 5.66 5.64
Sulcide(sec) 28.12 28.25 27.64 28.58 29.02 28.44 29.08 29.17 29.30 29.47
Vertical jump(cm) 65.1 62.9 68.6 60.6 63.0 57.3 61.1 57.2 61.4 53.9
Basketball throw(m) 11.8 9.99 11.13 9.81 10.08 10.57 11.42 10.42 11.63 10.02
Sit and reach(cm) 10.19 10.39 7.64 8.78 7.50 5.53 4.88 7.85 3.25 5.50
Multi-level  
abdominal(level) 5.7 4.6 4.2 4.9 5.0 5.0 5.5 5.5 5.0 4.7

Multistage fitness 
test(level) 11.88 11.74 11.77 11.56 11.26 11.40 11.37 11.14 11.14 10.44
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３.身体的および体力的優位性が成長過程のどの段階で発生してい
るか

を考慮することが、バスケットボール選手の発掘では重要な項目
だと考えられます。現在、アスリートの発掘には様々な方法があり、
最終身長の予測、遺伝子検査なども考えられます。また、現在の成
長度（PHV 年齢との比較など）がわかれば、その選手のバスケッ
トボール能力が成長が早いことにより高いのか、または成長が遅い
ことにより低いのかが見えてきます。バスケットボール選手として
の能力がとても高く、成長が遅い選手はポテンシャルを大いに秘め
ている可能性があります。

しかし、最終身長の予測は残念ながらまだ確定した方法はなく、

選手を取り巻く環境を含め変化する可能性もあり、PHV 年齢の算
出とともに専門家による判定が必要となります。遺伝子検査におい
ても同様です。そのため、バスケットボール選手間における早期の
身体測定および体力測定が発掘を考える上で重要となります。

現在、身体測定および体力測定を実施している都道府県は少ない
のが現状です。地区 DC センターを経て NDC および JYA のトライ
アウトに推薦されてくる時点で、バスケットボールの技術が未熟で
も、これらの能力が高い選手が見落とされている可能性が考えられ
ています。上記該当選手がレベルの高い指導やトレーニングを早期
に受けることができ、その後身体レベルが世界的水準まで高くなる
ことにより、国際的選手になり得る可能性があります。しかしなが
ら、これには地区DC内における測定方法を今後整備していく必要
があり、現状では身体測定や体力測定に割ける時間がないなど、様々
な問題点が挙げられています。そのため、現在は簡易的に測定出来
る方法などを提示する準備を進めています。
　日本代表選手たちを見てみると、ガードはバスケットボールを始
めた当初からガードが多く、センターポジションは様々なポジショ
ン変更を経験しながら現在に至っている選手が多いことがわかりま
した。これらには身体的および体力的要素以上にコーチたちの目線
や適性が重要であり、様々な角度から発掘に関して考える必要があ
ります。
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図15：U14男子NDCにおける身長別の20m-sprintの結果例
	 （発掘ワーキンググループ ,2023, 未発表資料）

参考文献：
Hoare、 D.G. (2000). Predicting success in junior elite basketball players--the contribution of 
anihropometric and physiological attributes.
Journal of Science and Medicine in Sport 3 (4): 391-405.
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図〇. U14男⼦NDCにおける⾝⻑別の20m-sprintの結果例

*

(発掘ワーキンググループ, 2023, 未発表資料)
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リーグ戦形式とトーナメント戦形式1

現在、育成年代における日本の試合環境は2017年を境にリーグ
戦形式の導入が進んできています。リーグ戦とは、対戦するグルー
プ内のチームと総当たりする試合の形式で、８チームでグループを
組む場合、参加する全てのチームが７試合の機会を得ることとなり
ます。８チームの順位付けは、全７試合の勝ち数と負け数の比較か
ら、より勝ち数の多いチームが上位に順位付けされます。

一方で、トーナメント戦形式とは、抽選によって対戦相手が決定
し、その勝者が次の試合の機会を得て、勝ち続けたチームが１番に
なる試合形式です。

負けた時点で試合の機会はなくなり、8チームが参加するトーナ
メントでは半分の４チームが、1回戦の１試合で終了となります。
2回戦以降も勝ち残りで試合が進行するため、短時間で優勝チーム
を決定するためには最適な試合形式となりますが、参加チームが増
えたとしても、その半数は1回戦で試合終了となり、試合の機会は
失われてしまいます。

リーグ戦文化11

図16　トーナメント形式の特徴  

・優勝チームは不敗の完全勝利チーム
・短期間で順位決定が可能
・参加する50%のチームは１試合のみ
・大差の試合が生まれやすい試合形式
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リーグ戦文化の目指すもの2

リーグ戦実施にあたり、次の３つを目的として掲げています。
① 拮抗した対戦を増やし選手・指導者の成長を促す
② 参加チームに一定数の試合を確保する
③予定された対戦相手に対して試合の準備をして臨む

能力別のグループ分けによって、拮抗した試合が増えることは「試
合の質」を高め、予定された対戦相手との試合に向けて準備するこ
とは「練習の質」を高めます。また、一定の試合数が確保されるこ
とで「量的な面で偏りのない試合環境」が生まれます。このように、
リーグ戦文化の醸成によって「質」「量」共に適切な育成環境の実
現へ繋がります。
 

リ
ー
グ
戦
文
化

11

 図17　リーグ形式の特徴 

・参加チームに均等に試合の機会が生まれる
・能力別に分けることで大差の試合が生まれにくい
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リーグ戦形式とトーナメント戦形式3

リーグ戦を「まず初めてみる」ことがファーストステップである
反面、リーグ戦の実施自体を目的とするのではなく、リーグ戦を手
段とすることで得られる「質」「量」共に適切な育成環境の実現へ
向けて進めていくことが大切です。運営面では、トーナメント戦か
らリーグ戦へシフトすることで総試合数が大幅に増えるため、以下
の３つ対応が必要になります。

①日程確保について
リーグ戦の日程を確保する際、試合が短期間（連続日程）に集中

しないように組んでいく配慮が必要です。これは、リーグ戦の目的
の一つである「予定された対戦相手に対して試合の準備をして臨む
こと」を実現する際の「M-T-M」(マッチトレーニングマッチ) に
直結します。試合の勝敗に左右されて次の試合の有無が決まるので
はなく、事前に計画的に予定されている複数の試合に向けて、十分
な準備(練習)時間の確保が必須です。

この繰り返しによって、選手とコーチの成長を促す環境が生まれ
ことからリーグ期間を長く設けることを推奨します。また、これに
より既存の競技会とリーグ戦期間が重なる時期についてはリーグ戦
を中断し、その期間にトーナメントを実施し、トーナメント敗退チ

ームからリーグを再開していく等の調整や工夫も必要になります。

②会場確保について
トーナメント戦の会場手配は、まとまった日程で会場を終日確保

して第１試合から順に進めるという方法が主流です。
一方、リーグ戦の会場確保は、該当チーム同士の試合成立へ向け

て、相互に会場提供が可能かどうかの確認を経て、それぞれのチー
ム都合によって柔軟性を持たせられます。必ずしも公共の体育館を
事前に予約して実施する規模感は必要なく、日常の練習試合をする
際の日程、会場の確認と同じように進めることもできます。場合に
よっては、参加チームが１箇所に集まって集中開催も可能ですが、
M-T-Mの環境を崩さないでスケジュールを組むことが大切です。

③審判確保について
会場の確保同様に、試合数の増加に伴って審判数の確保も必要に

なります。大会準備に向け、ライセンス保有者を配置することが望
ましいですが、試合レベルやカテゴリーに応じてユース審判を活用
するなど、柔軟性を持った運用も必要です。

特にトーナメント１回戦で敗退するチームレベルでリーグ戦を行

リ
ー
グ
戦
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化
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① 日程確保　　② 会場確保　　③ 審判確保

「短期間でリーグ戦を実施≠M-T-M」
「長期間でリーグ戦を実施≒M-T-M」
「M-T-Mの実現=「質」「量」共に適切な育成環境」
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う際は、試合を実施することを優先して可能な範囲で審判を配置し
ていくことが大切です。適正な審判が不在のため試合が開催できな
いという進め方よりも、日常に試合の機会が少なかった層に、その
機会を作ることを念頭に調整していくことを推奨します。

これからのリーグ戦による大会環境4

現在、PBA主導のもと、U12、U14、U16それぞれのカテゴリー
に都道府県リーグや地域リーグが設置されています。また、U16カ
テゴリーでは県をまたいだブロックリーグが設置され、2021年よ
り「U18日清食品関東ブロックリーグ」がスタートしました。2022
年は４ブロック、2023年は７ブロックと拡大していく予定です。

さらに、全国規模のリーグ戦大会として2022年より「U18日清
食品トップリーグ」がスタートしました。2年目を迎えた2023年は
参入チームの入れ替えも行われます。将来的にトップ、ブロック、
都道府県のそれぞれが昇降格によって適切なレベルの試合が日常に
なることで「質」「量」共に適切な育成環境が整い、バスケットボ
ールファミリーの拡大にも繋がっていくことが期待されます。
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図18　目指すべき育成環境 

・縦軸は試合数を、横軸は拮抗した試合数を示す
・トーナメント文化では、左下の試合数も拮抗した試合も
少ないゾーンに多くのチームが位置する
・リーグ文化が醸成すると試合数、拮抗した試合数共に
多い右上のゾーンへ位置するチームが増える
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なぜブロック育成センターを行うのか？1

ブロック育成センターは、U12世代においては2019年度まで選
手を都道府県から4名招集して実施していました。

コロナ禍で2020年度と2021年度はオンライン講習となりました
が、2022年度に都道府県からの選手招集は取りやめて指導者講習
を目的として再開しました。ブロック育成センターの目的を「選手
発掘・情報伝達」から「育成センター担当者の講習機会」と変更し
たためです。

U15世代でのブロック育成センターは、2018年度まで都道府県
から4名招集して「選手発掘・情報伝達」を目的に実施していました。
しかし、2019年度から都道府県育成センターを実施するにあたり、
重点活動を都道府県とすることでブロック事業を中止しました。
U15世代育成センター担当者の講習機会が重要であるとの考えが再
度高まり、2022年度に U12同様の「育成センター担当者の講習機
会」として事業が再開されました。

U12/U15世代の指導内容の再確認や、都道府県内の地区育成セ
ンター担当者への情報共有など「情報伝達」の機能も再度見直しが
なされ、ブロック育成センター〜都道府県育成センター〜地区育成
センターの情報の連携がスムーズに行われることを目指して取り組
みがなされています。

趣旨と目的2

U12/U15世代では都道府県育成センターが行われています。育
成センター事業をより活性化･充実したものとするべく、ブロック
内都道府県交流により情報交換をすることで指導者の資質向上を図
ること、指導者が指導実践を行う機会を通じて自らのコーチングを
振り返り資質向上に役立ててもらうこと、各年代における課題解決
への知識伝達（年代別指導内容 / インテグリティ / 保護者対応 / マ
ンツーマン対応等）を目的に行っています。

以前行われていた選手の発掘（選考）はブロック育成センターで
は目的としません。U12では選手選考の妥当性はまだ大きいもので
はなく、選ばれるための考えが過熱することもあるため、ブロック
への選出は行わないこととしています。U15ではブロック交流活動
にて各都道府県育成センターの選手が確認できるため、ブロック育
成センターにて選手招集は行わないこととしています。

活動内容3

①コーチングレクチャー：U12/U15各年代の指導内容についての
解説などを行います。日本バスケットボールのあるべき代表選手像
から、18歳までにどのような段階を経て選手を育成していくべき

U12/U15ブロック育成センター12
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かについて、毎年テーマを変えて行います。
②指導講習：講師による指導実践を通じて、参加者はティーチング
ポイントの理解、指導法を考えるものです。
③指導実践：参加者による指導実践を通じて、自らの指導法を振り
返ってもらい、コーチング方法に気付いてもらう機会を創出します。
④インテグリティ講習：U12で2020年度から、U15で2022年度か
ら行われているもので、バスケットボール活動における暴力暴言の
根絶は地道に継続して議論していくことが大切です。
⑤スポーツマンシップ講習：2023年度より取り入れる事項で、バ
スケットボール活動を通じて選手の人格形成を意識するための啓発

を行います。
⑥マンツーマン講習：U12/U15世代において2016年から行われて
いるマンツーマン推進施策について、理解を深めるために行います。
⑦保護者講習（参加選手などの保護者向け、マネージャーも参
加）：U12/U15世代では保護者の関わりは選手の成長に大変重要
であり、発育発達に関する知識やインテグリティ、スポーツマンシ
ップ等、知識を得て考えてもらう機会を創出します。都道府県育成
センター事業でも実施できるようにマネージャーも参加し、実施の
参考としてもらいます。

Ｕ
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U14ブロック交流活動の必要性1

U14ブロック交流活動は、2022年度より JBA 事業として開始し
ました。長きにわたりジュニアオールスターの準備として、各ブロ
ックの練習会として実施されていた事業の発展です。

U14世代は、身体的にも精神的にも未完成な年代ですが、選手の
発掘・選考が開始されていく年代です。一方で他都道府県の選手や
指導者との交流の機会は、競技者としての成長スピードをより高め
るために重要であると考え、事業を開始しました。

勝敗を競うことはバスケットボールの本質であり重要なことです。
ただし、参加選手のプレー機会の確保やマンツーマンディフェンス
の攻防など成長のために大切にするべきことを行いつつ、選手が全
力を尽くす機会となるように、指導者をはじめ関係者は、事業の趣
旨を理解する必要があります。

趣旨と目的、ありたい姿2

都道府県育成センター（DC事業）が全国で展開されており、こ
の事業の成果発表、指導者の情報交換、選手の交流および選考の基
礎資料にすること、参加する指導者・選手・保護者の方の学びの機
会の創出を目的として、U14ブロック交流活動は実施します。

勝敗を競い合うことだけを目的とすることなく、他県の有望選手
との競い合いの機会が選手の向上心の刺激となり、実施後の日常の
活動にプラスの効果を期待しています。指導者・保護者はこの事業
の勝敗の結果のみに焦点を当てるのではなく、これまでのDC活動
で培ってきた過程と U14ブロック交流活動実施後の選手の行動の
あり方について目を配り、事業の成果をより充実・発展させること
を目指します。

活動内容3

交流試合は、ブロックでの事情を踏まえて従来のフルゲームだけ
でなく、工夫した形式で実施することが可能です。一方で、指導者
間交流は指導内容、指導方法、選手選考方法、育成センター実施運
営などの情報交換を行う貴重な機会となります。

選手講習は、ジャパンズウェイ（JBA技術委員会策定）による日
本代表選手の求める選手像や選手として向上するための態度姿勢に
ついて考える機会となります。

保護者講習は、U14年代の発育発達の特徴やバスケットボールか
ら学べるもの、インテグリティなどの知識伝達を行います。それら
に加え、栄養講習やトレーニングに関する講習、ルールについて理
解する講習などがプログラムされるように計画します。

U14ブロック交流活動13
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育成と強化の考え方4

U14世代で選手に必要なことは「将来を見据えたオールラウンド
な能力の開発」であり、役割を決めすぎずポジションを固定化しな
いこと、その考えが実現できるゲームモデルを採用することが重要
です。

強化（勝つことを優先して考える）は、役割を決めてポジション
を固定化することにより、効果的に多くの得点を取ることができ、
失点を防ぐことができます。この事業では、「勝利を求めて全力を
尽くす姿勢」を選手に求めますが、一方で育成の観点から「勝利の
目指し方として U14世代でふさわしい方法を選択する」ことが指
導者に求められます。

強化の観点は「勝利が第一」となりますが、育成の観点は「選手
第一：それぞれの個の成長を目指す」ことが優先され「勝利は第二」
となり、育成世代では、長期的なスパンで選手の育成を捉える考え
方が大変重要となります。この年代は、身体のみならず精神的な成
長も発展の途中です。また、早熟だけでなく晩熟の将来の可能性を
持った選手達がいることなどを踏まえると、多くの選手に出場機会
を与えていくことが重要となってきます。

2023年現在において、これらの考え方は確立している状況に至
っていません。しかし、この事業を通じて「強化に繋がる育成のあ
り方」を考え、実践し醸成されることで、将来、大きく成長できる
選手たちが育つことを目指して、各都道府県の育成に関する指導現

場で広まっていくことを期待しています。

プレータイム5

都道府県育成センターの選手たちは都道府県内で選出された選手
たちであり、当然序列が存在します。

勝敗にこだわることは、選手に対して勝利への執着心を持たせる
ためにも重要であります．また、選手は「試合でプレーすることで
自信をつけて成長する」とも言われます。ベンチに座っているだけ
では選手は育ちません。勝敗へのこだわりは第二義として、選手の
成長の機会のためにプレー機会を創出することは、第一義として捉
えなければなりません。プレーすることで得る失敗経験、成功経験
を通じて次の練習へのモチベーションに繋がると考えます。

勝敗への意識が強まりすぎる競技形式において、プレータイムを
与えることに躊躇するのであれば、競技形式を見直すことがこの事
業において重要な視点となってきます。

選手選考6

この事業で勝利を得るために、「現在、競技力が高い選手だけ」
で構成する選手選考の方法もありますが、育成センターの趣旨を考
えるとふさわしくありません。U14世代の特徴として競技力の高い
選手は「早熟」「生まれ月が4月に近い選手たち」になりがちであ
ると報告されています。
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これらの選手たちは高校、大学と成長するにつれて晩熟型の選手
や身長が高くなった選手達に追い抜かれて行く傾向も見られます。

勝利を得ることを目標にこの事業を展開するのではなく、将来有
望と考えられる選手たちに刺激を与える機会としてこの事業を捉え、
各都道府県での選手選考は「将来、競技力が高くなることが期待で
きると思われる選手」の観点を持って推進する事業であると考えま
す。

代表チームを構成する際は、「勝利を得てアジアを突破し、世界
への切符を取る、世界で結果を出す」ために、対象年代や国籍を踏
まえた最高の競技力が活かせるチーム作りを代表コーチは考えてい
くことになります。もちろんアンダーカテゴリー代表では、将来を
見据えながら選考する観点もあり、A代表においても次の世代作り
を見据えての選手選考も行われています。このような育成センター
の選手選考のあり方について、指導者・保護者は、理解を深めるこ
とが重要となってきます。

事業における表彰7

表彰を行うことは、モチベーションを高めることに繋がります。
ただし、優勝チームを讃えることを強めすぎると参加チームは「勝
利を第一」に捉える考えが高まります。前述のように本事業は、強
化に繋がる育成事業であることを踏まえますが、高順位（勝利）を
求めることを唯一の価値とする事業ではありません。

個人に対しての表彰は、モチベーションアップに繋がることから

否定されるものではありません。しかし、例えば得点を多く取った
選手だけの価値が高いという観点が強調されることで、エゴイスト
となり点数を取りにいくプレーに終始するなど、チームとしてふさ
わしくないプレーが続出するようであれば、その表彰は本事業の趣
旨から外れることに繋がります。

表彰することは、捉え方により様々なことに影響を及ぼすことが
考えられることを考慮し、選手の成長ための手段として慎重になお
かつ、適切に行わなければなりません。

表彰の参考事例
・出場時間を問わず、ハードワークをした選手
・チームの成長に大きく貢献した選手
・チームの前向きなエネルギーが高いと思われたチーム
など
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アスリート育成パスウェイとは1

　アスリート育成パスウェイとは、「子どもがスポーツに触れてか
らトップアスリートに至るまでの道筋」と示されます。アスリート
育成パスウェイモデルの構築はスポーツ基本法の規定に基づき、文
部科学大臣が定める「第３期スポーツ基本計画」(2022年3月25日
策定)に「持続可能な競技力向上プラン」の１つとして盛り込まれ
ています。バスケットボール競技では約55万人の競技者がいますが、
競技者の目的や求めるニーズには多様な広がりがあります。楽しみ
方１つを取っても、競技スポーツとしてチャレンジする楽しみや、
生涯スポーツとして仲間とのコミュニケーションツールとしての楽
しみ等様々です。

ここでは、育成年代のパスウェイモデルから育成年代に特化した
選抜・選考の考え方やそれに伴うセレクトイン・セレクトアウト、
多様なパスウェイの一部を紹介していきます。

キャリアパスウェイとパフォーマンスパスウェイ2

１人の競技者のアスリート育成パスウェイについては、キャリア
パスウェイとパフォーマンスパスウェイの２つに分けて考えること
ができます。キャリアパスウェイとは所属の移り変わりを示し、中

学校部活動チームから高校部活動チームへ、高校部活動チームから
大学チーム、またはBリーグチームへと所属カテゴリーが移り変わ
っていく道筋になります。

一方、パフォーマンスパスウェイとは選抜・選考によって開かれ
る道の移り変わりを示し、地区 DC から県 DC、県 DC からナショ
ナルDC、アンダーカテゴリー日本代表と選考を経て通る道筋にな
ります。選抜・選考の要素が含まれるパフォーマンスパスウェイに
ついては、発掘方法と関連づけて男女の発育発達の違いや早熟と晩
熟の選手の見極めなどについて、特にこの年代に関わる指導者が配
慮していく必要があります。

アスリート育成パスウェイ14

図19　アスリート育成パスウェイの多様化について(男子)  
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パフォーマンスパスウェイとセレクトイン・アウト3

JSCのデュアルキャリア*調査（2014）によると、日本人オリン
ピック選手263名の育成の軌跡を見ると、下のジュニア世代から上
のシニア世代まで直線的に育成段階を常に上へ駆け上がるパターン

（直線系）は15%しかありません。育成段階を上がったり下がった
りするパターン（混成系下降型）が43%と一番多いです。つまり、
オリンピックに出場するアスリートの多くは、順調にトップまで登
りつめるというよりは、アスリート育成パスウェイの中でアップダ
ウンを繰り返しながらトップアスリートへ上り詰めるのです。
(https://pathway.jpnsport.go.jp/pathway/index.html 　 HPSC
ホームページより引用)

前述のように、育成年代から競技者として成熟する過程では、セ
レクトインとセレクトアウトを繰り返します。バスケットボールの
事例では、男子U16/U18日本代表選手が24歳になった時点でのキ
ャリアパスウェイを調査したところ、対象者96名のうち39.5% が
B1以上 (NBA を含む )、19.2% が B2、41.3% がその他 (B3以下実
業団、アマチュア等)であったことが示されました。

U16と U18の B1以上の割合を比較すると U16は33%、U18は
45% であり、将来のキャリアパスウェイから考えると発掘の精度
は若い年代の方が低くなることがわかります。これらのことから、
セレクトイン・セレクトアウトは繰り返されるということを前提に
しながら、早熟選手に偏らない選考方法や将来性を見込んだ選考を

育成年代の指導者は特に意識しておくことが大切になります。

一方で、女子は同様の調査から異なる結果が示されました。対象
者96名のうち78.1% が W リーグで活躍しているという結果でした。
U16と U18の W リーグでプレーする割合を比較しても U16は
72.9%、U18は83.3%であり、ほぼこの時点で将来のキャリアパス
ウェイが定まりつつあるといえます。　

男子と比較すると、セレクトアウトが少ない結果ですが、これに
は男子と女子の発育発達の差が考えられます。生物学的年齢で
PHV（最大発育速度を示す年齢）を見ると、男子の平均が14歳に
対して女子の平均は12歳になり2年早く成長していることがわかり
ます。このことから、女子の場合はより若い世代から慎重に選抜・
選考を進めることが大切です。

図20　男子U16/U18日本代表選手の24歳時所属について  
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多様なキャリアパスウェイ4

所属カテゴリーの移り変わりを示すキャリアパスウェイは現在多
様化してきています。U13-15カテゴリーで考えると、以前は中学
校の部活動が主でしたが、現在ではクラブチーム、Bユースチーム
も含めて選択の幅が増えています。また、各カテゴリーが変わる学
校の進学等でも海外の中学校、高校、大学へ進むこともあれば、海
外の学校を経由して日本へ戻ってくるケースも存在します。

トップカテゴリーの事例では、男子では大学からアメリカへ留学
して NBA で活躍する渡邉雄太選手や八村塁選手、高校からアメリ
カに留学してGリーグを経由しBリーグで活躍をする富樫勇樹選手

がいます。女子では渡嘉敷来夢選手や町田瑠衣選手が W リーグと
アメリカのWNBAで、安間志織選手がWリーグを経由してドイツ
のブンデスリーグで活躍をしています。

これらの事例も男子はキャリアの選択の後に、結果としてパフォ
ーマンへ好影響を残している例ですが、女子の場合は十分なパフォ
ーマンスがある選手が海外のキャリアパスウェイを得ているという
点が異なります。成長の要素という男女の違いも含みますが、これ
らは一般化やパターン化できるものでなく個人の考え方や進路選択、
それに影響を及ぼすアントラージュ等の環境によるものも多くあり
ます。そのため、選手に関わる指導者が多様なパスウェイがあるこ
とを理解し接していくことが大切です。
　2023年のワールドカップで男子U19日本代表が、過去最高順位
ベスト８の結果を残しました。彼らのパフォーマンスパスウェイを
見てみると、U12から JBA 育成プログラムをストレート経由して
きている選手もいれば、過去にセレクトアウトを経験してきている
選手もいます。キャリアパスウェイを見ると、現時点で海外のパス
ウェイを経由している選手が4名います。

これらの例からも選手にはチャレンジできる環境があることを示
し、指導者や保護者は、多様な道筋や選択肢があることを理解して
選手をサポートしていくことが必要となります。パフォーマンスパ
スウェイに伴ってキャリアパスウェイが作られるように、実力が伴
わないと進めないパスウェイがあることも理解して、選手の可能性
を狭めないことが指導者の重要な役割でもあります。

 図21　女子U16/U18日本代表選手の24歳時所属について  
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１．ライプチヒ

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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１．ライプチヒ

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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2．FIBAミニ

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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3．LTAD

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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3．LTAD

1

U14ブロック交流活動

インテグリティ

U12

⼩学校部活
クラブ

U15

中学部活
クラブ

BユースU15 

U18

⾼校部活
クラブ

BユースU18

U22

⼤学チーム
Bリーグ・Wリーグ

USA/EURO

BユースU15 BユースU18 Bリーグ特別指定 Bプレミア

Wリーグプレミア

Learn to Train
Train to Train

Train to Compete
Learn to Win

Train to Win

都道府県/地区育成センター

11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳

リーグ戦制度

FUN

LTADモデル

U13/U14/U15ﾅｼｮﾅﾙDC
U16/U17/U18/U19代表・U17/18 3×3代表 U20活動U22代表

A代表 B代表 ・ 3×3代表（A/U23）代表活動
トップ育成活動

ブロック・
都道府県育成活動

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25109

PHVモデル
発育期フェーズ1

ｱｰﾘｰｴﾝﾄﾘｰ

ジュニアユースアカデミー（⻑⾝者育成）

1．コンセプト︓LTAD/PHVモデルと代表活動・⽇常活動の関係

発育期フェーズ2
発育期フェーズ3

発育期フェーズ4

ｱｰﾘｰｴﾝﾄﾘｰ

⼤会 U12全国･ﾌﾞﾛｯｸ

全中

U15選⼿権・U15ﾘｰｸﾞ

BLGU15

U18ﾘｰｸﾞ

WC・IH

U16国体

ｲﾝﾀｰｶﾚｯｼﾞ

Wリーグフューチャー

B1・Bネクスト

U12ﾘｰｸﾞ 新⼈ｲﾝｶﾚ

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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４．JBAで検討してきた知見

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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４．JBAで検討してきた知見

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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４．JBAで検討してきた知見

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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４．JBAで検討してきた知見

育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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6-9歳 10-13歳 14-18歳 18歳以上

Tanner StageⅠ Tanner StageⅠ-Ⅱ Tanner StageⅢ-Ⅳ Tanner StageⅤ

発育前 発育中 発育後

・コーディネーショントレーニング ・バランストレーニング ・バランストレーニング ・バランストレーニング

・アジリティトレーニング ・プライオメトリクス（ジャンプと着地のメカニズム） ・プライオメトリクス（中強度） ・プライオメトリクス（高強度）

・バランストレーニング ・体幹トレーニング ・体幹トレーニング ・体幹トレーニング

・エクササイズテクニックに焦点を当てた ・エクササイズテクニックに焦点を当てた ・低-中負荷フリーウエイトトレーニング ・中-高負荷フリーウエイトトレーニング

　軽い抵抗トレーニング 　軽い抵抗トレーニングとフリーウエイト ・ヘビー、伸張性でスポーツ専門別抵抗 ・ヘビー、伸張性でスポーツ専門別抵抗

　トレーニング 　トレーニング 　トレーニング

神経系の適応 ホルモン/神経系/筋肉/腱の適応

基礎的な動きの技術 低強度プライオメトリクス 中強度プライオメトリクス1 中強度プライオメトリクス2 高強度プライオメトリクス1 高強度プライオメトリクス2

・最小の伸張性負荷 ・低伸張性負荷 ・中伸張性負荷 ・中-高伸張性負荷 ・中-高伸張性負荷 ・高伸張性負荷

・非系統的な遊び ・低い構築度 ・中程度の構築 ・中-高構築 ・高構築 ・高構築,スポーツ専門別

基礎的ウエイトリフティング ウエイトリフティングを学ぶ ウエイトリフティングトレーニング ウエイトリフティングのパフォーマンス

スキル ・技術要素に焦点 ・第1に技術面の強化に焦点 ・パフォーマンス結果に焦点

・フィジカル要素に焦点 ・低-中構築 ・第2にパフォーマンス結果に焦点 ・第2に技術面強化に焦点

・低い構築（あまり計画性なし） ・中構築（少し計画的） ・高い構築度（細かく計画する）

（Pichardo et al.2018）

年代順

タレント育成におけるトレーナビリティ・モデルのまとめ

幼児 児童後期 思春期 成人期

勝利のためのトレーニング

負
荷
ト
レ
!

ニ
ン
グ

生物学的年齢

成熟度

負荷トレーニング技術の要素

トレーニングによる適応

長期競技者育成ステージ

楽しさ トレーニングを学ぶ トレーニング1 トレーニング2 競争のためのトレーニング

ステージ6

ウ

エ

イ

ト

ステージ1 ステージ2 ステージ3 ステージ4

プ

ラ

イ

オ

ステージ1 ステージ2 ステージ3 ステージ4 ステージ5
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育成に関する資料（http://www.japanbasketball.jp/training/youthacadmy/documents）
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育成環境ガイドライン2023は、2021-23技術委員会・ユース育
成部会により作成されました。

先輩方からのこれまでの育成世代への取り組みがあり、今の環境
があります。

大切なことは、これからの子どもたちの育成環境です。
主として小学生・中学生年代のバスケットボール環境のあり方に

ついてまとめています。

指導者の方々のみならず、保護者の方々にも見ていただきたい内
容です。

皆で子どもたちのよりよいバスケットボール環境を創っていきま
しょう。

技術委員会・ユース育成部会長　山本明

終わりに

2021-23 技術委員会・ユース育成部会　および　執筆者

山本　明	 （技術委員会副委員長・ユース育成部会長）

村上　佳司	 （ユース育成部会副部会長）

圓山　正明	 （ユース育成部会）

猪爪　正和	 （ユース育成部会）

国子　裕樹	 （ユース育成部会）

鈴木　良和	 （ユース育成部会）

星川　精豪	 （ユース育成部会）
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